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問
い
合
わ
せ

議会事務局
問い合わせ

63-437365-0655／

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
７
月
２１
日
に

執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

選
挙
は
、私
た
ち
有
権
者
の
代
表
を
選

ぶ
機
会
、す
な
わ
ち
私
た
ち
が
政
治
に
参

加
す
る
大
切
な
機
会
で
す
。

　

あ
な
た
の
一
票
が
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
大
切
な
一
票
に
な
り
ま
す
。安
易

に
棄
権
す
る
こ
と
な
く
貴
重
な
一
票
を
活
か

し
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
日
現
在
、年
齢
２０
歳
以
上
の
日
本

国
民
で
、３
か
月
以
上
甲
賀
市
に
住
民
登

録
し
て
い
る
方
で
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
次
の
要
件
を
有
す
る

方
が
投
票
で
き
ま
す
。

【
年
齢
】平
成
５
年
７
月
２２
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方

【
住
所
】平
成
２５
年
４
月
３
日
以
前
か
ら
引

き
続
い
て
市
内
に
住
民
登
録
し
居
住
し
て

い
る
方

○
甲
賀
市
に
お
け
る
選
挙
人
名
簿
登
録
者

数
は
、平
成
２５
年
６
月
２
日
現
在
で
次
の
と

お
り
で
す
。

登
録
者
数

7
3
，4
5
8
人

　

次
の
と
お
り
期
日
前
投
票
を
行
い
ま
す

の
で
、投
票
日
当
日
、業
務
や
旅
行
な
ど
で

投
票
に
行
け
な
い
方
は
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

不
在
者
投
票
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

当
日
投
票
に
行
け
な
い

方
は
期
日
前
投
票
を

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
も
で
き
ま
す

日
程
は
異
な
り
ま
す
が
、ど
の
期
日
前
投

票
所
で
も
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
な
お
、事
前
に
宣
誓
書
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。）

《
期
間
》７
月
５
日（
金
）〜
７
月
２０
日（
土
）

《
時
間
》午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

《
場
所
》市
役
所
水
口
庁
舎

　
　
　

３
階　

第
２・３
会
議
室

【
水
口
庁
舎
以
外
の
期
日
前
投
票
所
】

　

次
の
庁
舎
な
ど
で
も
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
が
、投
票
の
で
き
る
期
間
が
水
口

庁
舎
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
え
の

無
い
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。

《
期
間
》７
月
１３
日（
土
）〜
７
月
２０
日（
土
）

《
時
間
》午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

《
場
所
》甲
南
庁
舎

　
　
　

１
階　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

　
　
　

土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階　

玄
関
横
ス
ペ
ー
ス

　
　
　

甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー　
　

　
　
　

１
階　

第
２・３
相
談
室

　
　
　

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階　

事
務
室

《
持
参
品
》お
手
元
に
届
い
て
い
れ
ば
、入

場
整
理
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

投
票
の
際
に
持
参
す
れ
ば
便
利
で
す
。

　

た
だ
し
、入
場
整
理
券
は
棄
権
防
止
、投

票
所
で
の
整
理
等
の
た
め
発
行
し
て
い
る

も
の
で
す
の
で
、ご
持
参
い
た
だ
か
な
く
て

も
投
票
は
で
き
ま
す
。

　

指
定
病
院
や
施
設
に
入
院
、入
所
さ
れ

て
い
る
方
は
、そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。日
時
や
詳
細
に

つ
い
て
は
、入
院
、入
所
さ
れ
て
い
る
指
定

病
院
や
施
設
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、仕
事
や
勉
強
の
た
め
、現
在
市
外

に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
は
、投
票
用
紙
を
甲

賀
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。投
票
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。送
付

さ
れ
て
き
た
封
筒
は
、開
封
せ
ず
に
現
在
滞

在
し
て
い
る
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
場
で
不
在

者
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、郵
便
に
よ
り
自
宅

に
て
不
在
者
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
）身
体
障
害
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下
肢
等
の
障
害

の
程
度
が
１
級
ま
た
は
２
級
で
あ
る
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
に
心
臓
、腎
臓
等
の

障
害
の
程
度
が
１
級
ま
た
は
３
級
で
あ
る

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
に
免
疫
、肝
臓
の
障

害
の
程
度
が
１
級
か
ら
３
級
ま
で
で
あ
る

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方

　
２
）戦
傷
病
者

・
戦
傷
病
者
手
帳
に
両
下
肢
等
の
障
害
の

程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
で

あ
る
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方

・
戦
傷
病
者
手
帳
に
心
臓
、腎
臓
等
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症
ま

で
で
あ
る
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方

３
）介
護
保
険
法
の
要
介
護
者

・
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状

態
区
分
が
要
介
護
度
５
で
あ
る
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
方

　

た
だ
し
、郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

し
よ
う
と
す
る
場
合
は
事
前
に
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
、ま
た
こ
の
登
録
に
時
間
を

有
す
る
こ
と
か
ら
、で
き
る
だ
け
早
め
に
左

記
の
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
注
）こ
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
制

度
は
、申
請
さ
れ
た
登
録
者
の
み
利
用
で
き

る
も
の
で
あ
り
、上
記
の
事
由
に
該
当
し
て

も
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
ご
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

甲賀市議会基本条例（案）
市民説明会を開催

　甲賀市議会は、市民憲章に掲げる「み
んながつくる住みよさと活気あふれる
甲賀市」を実現するため、議会の最高規
範として、この条例を制定します。
　市民の皆さんのご意見等を参考にさ
せていただきたいと思いますので、多
数のご参加をお待ちしています。

６月２８日（金）１９時３０分～

サントピア水口　甲賀市共同福祉施設
※事前申し込みは不要です。

また、７月１０日（水）までパブリック・コ
メント（意見募集）を実施しています。

水口庁舎議会事務局、旧支所の地域市
民センター（土山・甲賀大原・甲南第一・
信楽地域市民センター）各窓口

※提出方法など詳しくは市ホームペー
ジをご覧ください。　

日　時

場　所

閲覧場所

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
切
な
一
票
を

《
投
票
日
》７
月
２１
日（
日
）予
定　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時
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市民１人あたりに使ったお金

歳入予算総額　397億 3,474万円
　　収入総額　314億 2,529万円（執行率79.1％）

市税（個人市民税）の負担額
　

　この執行状況は平成２５年３月３１日現在の
ものです。
　平成２４年度の最終の決算額は、出納整理
期間（翌年度の４月１日～５月３１日）の執行を
含めたものになります。決算の内容は、１１月
１日号でお知らせする予定です。

※「１人あたり」「１世帯あたり」の金額は、平成25年
　3月31日現在の人口：93,681人　世帯数：33,228
　世帯をもとに計算しています。

355,611円

自治振興や交通、企画・立案
など

高齢者や子ども、障がい者
の福祉に

健康で衛生的な生活環境
の推進に

農業や林業の振興に

道路や公園などの公共施設
の整備に

学校教育の充実、文化・スポ
ーツの振興に

市が借りたお金の返済に 消防、商業の振興、議会の運
営経費など

15,118円34,694円102,070円71,468円

23,967円47,823円38,640円21,831円

※地域情報化基盤整備事業や学校施設の整備などにより総務費、教育費の支出が増えています。

　市の借金です。道路や学校などの公共施設を作るとき
の財源として活用しています。
　将来世代に負担を先送りしないように、期限よりも早
くお金を返す「繰上償還」をしたり、返す以上に借りない
こと（プライマリーバランスの黒字化）を守ったため残高
は減ってきています。

一般会計の基金残高推移 一般会計の市債残高推移

市の基本となる会計です。

基金の残高 市債の残高

歳出予算総額　397億 3,474万円
　　支出総額　333億 1,402万円（執行率83.8％）

税収総額　128億 6,161万円

総務費 民生費 衛生費 農林水産業費

土木費 教育費 公債費

一般会計の収入・支出

市税の負担額

その他

　市の預金です。各年度の財源を調整するための財政
調整基金や、将来の大きな支出に備えて積み立ててい
る特定目的基金などがあります。
　平成２４年度では、信楽高原鐵道信楽線の公有民営化
に伴い今後１０年間の必要経費を鉄道施設基金に、
故北村昭三氏からいただいたご寄付を図書館振興基金
に積み立てたことなどから特定目的基金の残高が増え
ています。
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※基金残高は、「住みよさと活気あふれるまちづくり基金」（25年3月31日現在の
　残高38億6,634万円）を除いています。この基金は、合併した後のまちづくりを
　進めるため合併特例債という特別な借金をして積立をしています。

※これらの数値は、各年度３月３１日現在の数値であり、決算額とは異なります。

き た む ら しょう ぞ う

　

市
内
２
１
９
カ
所
に
設
置
し
た
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
は
、７
月
２０
日
か
ら
同
２６
日
ま
で
の
試
験
放

送
の
後
、８
月
下
旬
か
ら
稼
働
し
ま
す
。

　

試
験
放
送
の
間
、正
午
と
午
後
５
時
に
メ
ロ
デ

ィ
ー
が
流
れ
ま
す
。本
稼
働
し
ま
す
と
、動
作
確
認

の
た
め
定
時
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
毎
日
流
れ
る
ほ
か

、J
ア
ラ
ー
ト
に
自
動
連
携
し
た
緊
急
放
送
、各

区
や
自
治
振
興
会
か
ら
の
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送
に
も

対
応
で
き
ま
す
。

安全安心情報
緊急情報 注意情報

地域情報化基盤整備
事業による音声端末機

必要な情報を発信
しています

６月２０日から提供
する予定です

甲南地域防災行政無線
必要な情報を発信
しています

６月２０日から提供
する予定です

旧甲賀郡有線放送 Jアラートと自動連
携しません

６月２０日から提供
する予定です

旧信楽町有線放送 Jアラートと自動連
携しません

６月２０日から提供
する予定です■ 財政調整基金 ■ 減債基金 ■ その他の特定目的基金

平成24年度

市
の
財
政
状
況

市
の
財
政
状
況

市
の
財
政
状
況

　

市
の
財
政
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、地
方
自
治

法
第
２
４
３
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、平
成
２４
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
２５
年
３
月
３１
日
ま
で
の
収
入・支
出
、

基
金
、市
債
の
現
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市民１人あたり・・・・・・・・・・・
      １世帯あたり・・・・・・・・・・ 

39,774円
112,136円

　市
内
に
様
々
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
を

　お
届
け
す
る
地
域
情
報
化
基
盤
整

　備
事
業

　

市
が
現
在
、取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
地

域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業
は
、水
口
地
域

と
信
楽
地
域
で
宅
内
引
込
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。間
も
な
く
土
山
地
域
や
甲
賀
地
域

で
も
工
事
を
開
始
し
、市
内
に
整
備
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業
は
、高
速

の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
市
内
一
円
に
張
り
巡
ら

す
こ
と
で
、様
々
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
市
内

市
民
の
皆
様
に
安
全
安
心

情
報
を
発
信

市
民
の
皆
様
に
安
全
安
心

情
報
を
発
信

市
民
の
皆
様
に
安
全
安
心

情
報
を
発
信

全
域
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。運

営
は
、市
が
出
資
す
る
株
式
会
社「
あ
い
コ
ム

こ
う
か
」が
主
に
担
い
、音
声
放
送
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、IP
電
話
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
ま
す
。

　安
全
安
心
情
報
を
市
民
の
皆
様
に
　

　お
知
ら
せ
す
る
た
め
に

　

こ
の
事
業
の
も
う
一つ
の
大
き
な
目
的
は
、

市
民
の
皆
様
に
安
全
安
心
情
報
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。市
で
は
、音
声
放

送
を
お
聞
き
に
な
れ
る
端
末
機
の
設
置
に
つ

い
て
同
意
い
た
だ
い
た
ご
家
庭
に
、無
料
で

設
置
工
事
を
行
っ
て
必
要
な
情
報
を
お
聞
き

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　緊
急
情
報
と
注
意
情
報
を
い
ち
早
く

　お
知
ら
せ

　

こ
の
安
全
安
心
情
報
に
は
、緊
急
情
報
と

注
意
情
報
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。緊
急
情
報

‐

地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業
・
音
声
放
送‐

▲

安
全
安
心
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
音
声
放
送
端
末
機

▶
市
内
２
１
９
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

　

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

は
、想
定
震
度
４
以
上
の
緊
急
地
震
速
報

を
は
じ
め
、国
民
保
護
情
報
が
J
ア
ラ
ー

ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）と
自
動
連

携
し
、瞬
時
に
最
大
音
量
に
よ
り
放
送
し

ま
す
。４
月
１３
日
早
朝
の
淡
路
島
を
震
源

と
し
た
地
震
も
作
動
し
、揺
れ
ま
で
に
身
構

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

注
意
情
報
は
、気
象
警
報
や
環
境
情
報
、

交
通
規
制
や
道
路
規
制
な
ど
の
情
報
を
提

供
し
、普
段
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
音
量

で
お
聞
き
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、市
内
に
は
現
在
、地
域
情
報
化
基

盤
整
備
の
シ
ス
テ
ム
の
ほ
か
、甲
南
地
域
で

の
防
災
行
政
無
線
、旧
甲
賀
郡
有
線
放
送
、

旧
信
楽
町
有
線
放
送
が
稼
働
し
て
お
り
、

安
全
安
心
情
報
の
放
送
の
取
り
扱
い
が
異

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、別
表
で
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
間
も
な
く
稼
働
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地域のリーダー としてご活躍地域のリーダー としてご活躍

甲
賀
市
区
長
連
合
会

平
成
25
年
度

区・自
治
会
名

水
口
第
1

水
口
第
2

水
口
第
3

水
口
第
4

水
口
第
5

水
口
第
6

水
口
第
7

水
口
第
8

水
口
第
9

南水
口
第
10

水
口
第
11

水
口
第
12

水
口
第
13

水
口
第
14

水
口
第
15

水
口
第
16

水
口
第
17

城　
　

南

水
口
第
18

水
口
第
19

水
口
第
20

水
口
第
21

水
口
第
22

幸
ケ
平

林

口

名

坂

区
長
（
自
治
会
長
）
名

村
田

　孝
一

荒
川
三
基
男

古
川

　政
夫

八
田

　武
治

保
井

　茂
樹

望
月

　文
衛

小
谷

　徳
行

伏
木

　誠
一

内
藤

　良
三

秋
田

　智
司

太
田

　信
夫

山
川

　宏
治

中
村

　
　武

小
原

　春
夫

山
名

　敏
久

澤
瀬

　諭
司

吉
田

　
　稔

岡
本

　浩
行

西
村

　清
司

川
北

　清
満

池
田

　浩
一

鳥
本

　
　忠

堤

　
　孝
一

藪
下

　利
男

山
下

　純
一

山
崎

　淳
二

名
倉

　良
博

東
名
坂

名
坂
堂
山

朝
日
が
丘

古
城
が
丘

東
古
城
が
丘

古
城
が
丘
緑

松

尾

松
尾
団
地

水
口
松
尾
台

中

畑

新

城

城
が
丘

つ
つ
じ
が
丘

今

郷

嶬

峨

和

野

八

田

春

日

下

山

伴
中
山

山広
野
台
東

広
野
台
西

桜
ヶ
丘

第
三
水
口
台

第
四
水
口
台

菅

谷

泉酒

人

植宇

田

北

脇

山

手

宮

前

大
法
寺

柏

貴

虫
生
野

貴
生
川
第
１

貴
生
川
第
２

貴
生
川
第
３

北
内
貴

宇

川

岩

坂

高

山

三
大
寺

か
ふ
か
の
丘

三
本
柳

牛

飼

杣

中

山

上

岡
の
郷

古
城
が
丘
南

城

内

本

丸

梅
の
木

警
察
官
舎

古
城
が
丘
団
地

西
ヶ
瀬

あ
や
の
中
央

区・自
治
会
名

大
河
原
１

大
河
原
２

東
野
１

東
野
２

西
野
１

西
野
２

黒

滝

上
の
平

中
之
組

川

西

黒
川
市
場

猪

鼻

山

中

笹

路

山
女
原

南

東

南

中

南

西

北

東

北

芝

北

中

北

西

平

子

東
瀬
音

西
瀬
音

青

土

野
上
野

大

澤

頓

宮

前

野

市

場

徳

原

三
軒
家

片

山

今

宿

里新

里

末

田

寺

前

布

引

緑
ヶ
丘
１・１

緑
ヶ
丘
１・２

緑
ヶ
丘
５

第
２
緑
ヶ
丘

区・自
治
会
名

檪

野

神大
原
上
田

大
久
保

大
原
中

拝

坂

鳥
居
野

相

模

大
原
市
場

高

野

油

日

上

野

鹿
深
台

田
堵
野

滝毛

枚

和

田

高

嶺

五
反
田

小
佐
治

神

保

隠

岐

岩

室

区・自
治
会
名

寺

庄

葛

木

深

川

深
川
市
場

稗

谷

森

尻

宝

木

池

田

磯

尾

竜
法
師

野

尻

野

田

杉

谷

新

治

塩

野

市

原

柑

子

下
野
川

上
野
川

下
馬
杉

上
馬
杉

耕

心

ニ
ュ
ー
ポ
リ
ス

希
望
ヶ
丘

希
望
ヶ
丘
本
町

区・自
治
会
名

長

野

神

山

江

田

田

代

畑宮

町

黄

瀬

牧勅

旨

丸

岡

西柞

原

中

野

杉

山

し
が
ら
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

小

川

小
川
出

上
朝
宮

下
朝
宮

宮

尻

多
羅
尾

宿
谷

　吉
廣

石
井

　修
治

重
田

　堅
次

片
岡

　成
三

曽
和

　
　誠

升
元

　義
則

安
達

　快
洋

藤
井

　
　律

森
岡

　岸
郎

小
﨑

　
　優

東

　
　宗
司

上
田

　康
博

濱
野

　文
彦

北
山

　敏
明

治
武

　森
三

森
井

　武
雄

山
中

　秋
男

稲
葉

　則
雄

林
田

　清
光

田
林

　善
男

堂
中

　友
一

今
野

　裕
之

松
原

　啓
治

山
本

　善
昭

坂
本
正
太
郎

平
野
与
志
智

前
田
信
三
郎

下
川

　
　昻

増
田

　治
郎

西
川

　
　嘉

寺
村

　和
久

辻

　
善
一
郎

濱
田

　
　武

高
岡

　
　治

中
霜

　
　修

岡
田

　昌
人

藤
原

　武
光

冨
永

　清
次

奥
田

　満
秋

原
田

　秀
彦

山
内

　次
夫

早
川

　昭
治

西
川

　
　治

米
田

　
　博

谷
村

　友
一

北
村

　勝
雄

谷
口
精
三
郎

池
村

　健
二

冨
永
與
志
弘

北
村

　勝
美

藤
田

　義
明

中
村

　
　豊

嶋
田

　光
次

高
橋

　
　学

岡
本
久
美
子

音
島

　康
利

神
山

　勝
徳

池
田

　律
子

出
師

　浩
昭

区
長
（
自
治
会
長
）
名

村
上

　元
庸

福
村
三
代
士

黒
河

　盛
昭

三
上

　
　守

久
保
喜
代
司

大
家

　重
治

黒
田

　浩
二

鍋
家

　善
幸

小
倉

　三
男

中
江

　信
幸

中
本

　武
次

青
木

　博
明

服
部

　和
彦

土
山

　真
司

大
畑

　
　実

青
木

　
　薫

大
原
健
四
郎

西
岡

　章
夫

立
岡

　俊
郎

野
出

　常
治

岡
田

　
　治

福
永

　
　章

小
林

　義
和

藤
丸

　隆
司

畑

　
　典
夫

飯
塚

　初
三

谷
口

　丈
久

藤
本

　政
章

前
野

　繁
男

前
田

　琢
次

岡
﨑

　太
郎

中
村

　滋
男

青
木

　
　環

市
井

　利
直

山
﨑

　正
志

柚
口

　和
久

中
辻

　俊
二

大
藪

　邦
夫

前
田

　廣
治

丸
橋

　正
晴

白
木

　真
也

吉
岡

　淳
一

藤
田

　
　昇

小
網

　嘉
将

区
長
（
自
治
会
長
）
名

雲

　
　佳
信

井
原

　富
雄

中
本

　欽
三

西
田

　武
史

井
村

　
　修

廣
岡

　和
男

増
井

　敏
男

松
岡

　富
治

増
田

　定
雄

大
林

　克
己

山
下

　年
数

山
下

　竹
雄

山
口

　哲
也

森
島

　輝
夫

渡
辺

　健
三

山
川

　憲
一

平
田

　栄
之

荒
川

　康
伸

阪
口

　富
男

河
合

　仁
司

森
地

　重
勝

三
日
月
要
一

田
村

　善
一

区
長
（
自
治
会
長
）
名

中
本

　哲
義

服
部

　啓
治

森
田

　敏
光

宇
野

　剛
寿

山
際

　
　孝

伊
藤
佐
一
郎

中
辻

　茂
二

奥
村

　容
久

山
本

　英
美

竹
若

　定
雄

谷

　
　茂
郎

木
村

　清
和

寺
井

　紀
夫

福
井

　哲
雄

福
前
五
一
郎

渡
辺

　新
一

藤
川

　誠
治

福
田

　賢
正

増
田
伊
佐
男

石
橋

　博
昭

森
田

　則
久

本
田

　修
二

肱
岡

　康
一

片
山

　
　修

酒
巻

　昌
市

区
長
（
自
治
会
長
）
名

黄
瀬

　和
喜

神
山

　企
由

松
本
价
三
良

大
平
宇
一
郎

増
田

　直
彦

黄
瀬

　正
博

水
野
藤
志
夫

杉
本

　
　弘

小
谷

　栁
太

杉
本

　
　聰

辻
本
ひ
ろ
み

植
西
禮
之
輔

植
西

　信
寛

辻

　
　元
春

森
山

　恭
次

松
井

　
　正

山
本

　
　茂

洞

　
　光
弘

村
井

　英
司

和
田

　龍
夫

髙
畑

　啓
司

水

口

地

域

土

山

地

域

甲

賀

地

域

甲

南

地

域

信

楽

地

域

区長は次の皆さんです。一年間よろしくお願いいたします。（敬称略）

村
上

　元
庸

山
川

　宏
治

中
本

　欽
三

寺
井

　紀
夫

植
西
禮
之
輔

増
田

　治
郎

米
田

　
　博

中
本

　武
次

大
藪

　邦
夫

森
島

　輝
夫

森
地

　重
勝

石
橋

　博
昭

木
村

　清
和

杉
本

　
　聰

松
本
价
三
良

土
山

水
口

甲
賀

甲
南

信
楽

水
口

水
口

土
山

土
山

甲
賀

甲
賀

甲
南

甲
南

信
楽

信
楽

会

　長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事
役
職 

　
　氏
名 

　
　
　
　地
域

平成25年度

区長さん決まる地域のリーダー としてご活躍
地域のまとめ役として、また地域の皆さんと市政のパイプ役としてご活躍いただく



　

県
、県
教
育
委
員
会
な
ど
が
主
催
す
る
学
校
花

壇
の
出
来
栄
え
を
競
う「
フ
ラ
ワ
ー・ブ
ラ
ボ
ー・コ

ン
ク
ー
ル
」で
、県
内
の
小
中
学
校
と
特
別
支
援
学

校
か
ら
合
わ
せ
て
８７
校
が
参
加
し
た
中
、佐
山
小

学
校
の
春
花
壇
が
最
優
秀
の
大
賞
に
輝
き
ま
し

た
。同
校
の
大
賞
受
賞
は
、２
年
ぶ
り
１１
回
目
で

す
。

　

花
壇
の
テ
ー
マ
は「
輝
け　

佐
山
っ
子
」。６
年
生

の
森
地
あ
い
り
さ
ん
が
、一
人
ひ
と
り
の
良
さ
を
発

揮
し
て
、き
ら
き
ら
輝
く
学
校
に
と
い
う
思
い
を
込

め
た
も
の
で
す
。デ
ザ
イ
ン
は
、カ
ラ
フ
ル
に
大
き

く
咲
く
花
を
イ
メ
ー
ジ
し
、赤
、白
、青
の
パ
ン
ジ
ー

と
赤
の
デ
ー
ジ
ー
で
５
枚
の
花
び
ら
を
表
現
し
ま

し
た
。

　

全
校
児
童
が
花
づ
く
り
に
関
わ
り
、園
芸
委
員

１４
名
が
中
心
に
な
っ
て
花
壇
の
世
話
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

委
員
長
の
井
上
登
太
さ
ん
は
、「
大
き
く
な
っ
て
、

と
気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
定
植
し
た
」と
振
り
返

り
、副
委
員
長
藤
田
琴
美
さ
ん
は
、「
地
域
の
人
た

ち
に
佐
山
小
の
花
壇
を
見
て
も
ら
い
た
い
」と
受
賞

の
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、未
婚
の
男
女
に
パ
ー
ト
ナ
ー
を
紹

介
す
る
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
が
相
談
の
あ
っ
た
方
同
士
を
紹
介

し
、平
成
２３・２４
年
度
は
計
１０
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

成
立
し
ま
し
た
。

　

月
に
２
回
相
談
日
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。相
談
日
等
は
、

毎
月
１５
日
号
の「
相
談
コ
ー
ナ
ー
」に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

結
婚
相
談
日
／
毎
月
第
１
･
３
土
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

相
談
会
場
／
市
役
所
水
口
庁
舎

　
　
　
　
　
　

南
別
館
１
階

　

※
相
談
会
場
に
直
接
お
越
し
い
た
だ
き「
相

談
申
込
書
」を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご

自
身
の
写
真
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
市
内
結
婚
相
談
員（
敬
称
略
）

 ・ 

宮
路 

茂
德 

・ 

坂
口 

忠
夫 

・ 

林 

惠
美
子

 ・ 

久
保 

重
衞 

・ 

三
好 

一 

・ 

川
田 

佳
代

 ・ 

市
岡 

泰
彦 

・ 

中
嶋 

弘
美 

・ 

今
村 

美
佐
惠

・
田
中 

弘 

・ 

宇
田 

美
輝
子 

・ 

奥
村 

眞
好

　甲賀市と県境を挟んで隣接する三重県の伊賀市と亀山市の３市が、広域的な行政課題の効率的・効果的な解決
に向けた検討等を進める「い・こ・か 連携プロジェクト」を、５月２１日に発足しました。

　７月１日の「びわ湖の日」を基準日として、６月２
３日(日)から７月７日(日)にかけて、県民総参加で
環境美化活動が展開されます。
この運動の一環として水口地域では、７月７日(日)
に例年どおり各種団体のご協力をいただき、次の
とおり一斉清掃を実施します。
草刈り鎌などをお持ちのうえ、作業のできる服装
でご参加ください。（刈った草を集める作業が中心
なので、草刈機は不要です。）

　４月１日から、ライター単独の分別回収を実施し
ていますが、まだ埋立ごみに混じって出されている
ごみ集積所が多数あります。ライターを他のごみ
に混ぜて排出すると、回収時に引火して火災が起
きる可能性があり大変危
険です。安全なごみの回
収を行うため、分別回収
に一層のご協力をお願い
します。

生活環境課　廃棄物対策係
問い合わせ

63-458265-0690／

政策推進課　政策推進係
問い合わせ

63-455465-0670／

ライターの分別回収について「びわ湖の日」一斉清掃

ライターの排出方法
　各集積所にライターと記載された分別かごはあり
ませんが、既存の分別かごのいずれかを使用して、ラ
イターだけで一つにまとめて出してください。　また、
市役所生活環境課・各地域市民センターでもライター
回収ボックスを設置していますので、ご利用ください。
詳しい収集日程等はごみカレンダーに掲載しています
ので、ご確認ください。

日時／７月７日（日）８時～１０時（少雨決行）
※大雨の場合７月１４日（日）に延期します。

場所／水口スポーツの森および水口城跡堀周辺

 全 国 一 斉
「子どもの人権１１０番」強化週間

　いじめ・体罰・不登校・虐待など、子どもの
人権にかかわる問題について人権擁護委
員が相談に応じます。

実施期間／６月２４日（月）～６月３０日（日）

時間／８時３０分～１９時（土日は１０時～１７時）

子どもの人権１１０番／（フリーダイヤル）

０１２０‐００７‐１１０

問／大津地方法務局人権擁護課
電話 ０７７‐５２２‐４６７３
ＦＡＸ０７７‐５２２‐５３１7

かもしか荘リニューアルオープン

予約に関する問い合わせ
水口センチュリーホテル
電話番号　６３‐２８１１

甲
賀
市
結
婚
相
談
所
の

ご
利
用
を

甲
賀
市
結
婚
相
談
所
の

ご
利
用
を

甲
賀
市
結
婚
相
談
所
の

ご
利
用
を

い こ かい こ か 連携プロジェクト 発足

■これまでの経過
　三重県伊賀市とは、平成１８年８月に広域連携をスタートし、２市に
よる災害時相互応援協定や原動機付き自転車のオリジナルナンバー
の発行等の取り組みを進めてきました。
　平成２３年２月からは、この伊賀市との連携に三重県亀山市を加え、
３市の持つ魅力をお互いに知り、交流をより深めるため、各市の広報
紙で他の２市の魅力を発信しあうコーナーをスタートさせました。
　これら今日まで培ってきた３市の交流が、今回の広域連携に至りま
した。

■広域的な可能性への挑戦
　伊賀市・甲賀市・亀山市それぞれの頭文字をつ
なげた「い・こ・か 連携プロジェクト」では、３市の
人口約２５万人の持つインパクトや、中部圏と近
畿圏の結節
点として、そ
れぞれが持
つネットワー
クを活かした
広域連携を
機軸に、従来の圏域にとらわれない県境を越えた
広域的な政策形成の可能性に挑戦します。

３市の概要
面積（k㎡）

滋賀県甲賀市

三重県伊賀市

三重県亀山市

481.69

558.17

190.91

93,681

97,190

49,661

33,228

38,979

20,021

３市  計 1,230.77 240,532 92,228

人口（人） 世帯数（世帯）

　一昨年１１月から建替工事のため閉館していた土山町大河原の「かもしか荘
（かもしか温泉）」が、７月２０日にリニューアルオープンします。
　名称は「国民宿舎かもしか荘」から、「大河原温泉かもしか荘」に変わり、運営
は市が指定管理業者として委託した水口センチュリーホテルが行います。
　宿泊や宴会の予約は、水口センチュリーホテルにて受け付けています。

※新しくなったかもしか荘の詳細は７月１日号の
　広報あいこうかにてお知らせします。

装いを新たにした「かもしか荘」観光推進室
問い合わせ

63-408765-0708／

ふ
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問
い
合
わ
せ

Ｆ
Ｂ
Ｃ
コ
ン
ク
ー
ル
春
花
壇

佐
山
小
が
大
賞
に
輝
く

　昭和４０年京都府警察巡査を拝命され、平成６年
３月より近畿管区機動隊第二大隊長を、その後警
備第二課長、各警察署長など主に警備関係の業務
に携わられ、要人の警護や災害警備などに精励さ
れました。
　平成７年に発生した阪神淡路大震災では、県外
からの救援部隊の中でいち早く被災地に到着し、

混乱する現場にあっても被災者の声を十分に聞き、的確な指揮で部
隊一体となり被災者の救出や治安の確保に尽力されました。

◇瑞宝双光章◇

受章おめでとうございます

武野 正孝氏（甲南町希望ケ丘本町）
第20回危険業務従事者叙勲

 ぶ の まさ たか

全校で楽しむお花見給食会

も
り　

ち

い
の  
う
え 
し
ょ
う 

た
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●
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

①
安
全
・
安
心
が
確
保
さ
れ
住
み
続
け
た
い

南
杣
づ
く
り

②
生
活
環
境
の
維
持
に
よ
る
住
み
続
け
た
い

南
杣
づ
く
り

③
人
と
人
が
相
互
扶
助
に
よ
り
助
け
合
い
住

み
続
け
た
い
南
杣
づ
く
り

　以
上
3
点
を
目
指
し
て
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。現
在
は
、総
務
部
会
、地
域
振
興
部
会

の
2
つ
の
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

総
務
部
会

　総
務
部
会
で
は
、事
業
の
企
画
立
案
や
事

業
の
広
報
等
を
行
い
ま
す
。事
業
の
企
画
立

案
に
伴
い
、先
進
地
視
察
と
し
て
、昨
年
11

月
、三
重
県
名
張
市
に
あ
る
錦
生
自
治
協
議

会
へ
赴
き
、街
づ
く
り
の
現
状
や
課
題
解
決
等

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、地
域

の
皆
さ
ん
に

周
知
を
図
る

た
め
、
広
報

「
南
杣
」は
年

3
回
発
行
し
、

自
治
振
興
会

の
活
動
に
つ

い
て
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。

地
域
振
興
部
会

　地
域
振
興
部
会
で
は
、市
か
ら
の
交
付
金

を
活
用
し
た
事
業
の
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
が
確
保
さ
れ
住
み
続
け
た
い

南
杣
づ
く
り

　安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、

防
犯
灯
の
L
E
D
化
や
交
通
安
全
看
板（
飛

び
出
し
坊
や
）の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、防
災
面
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、
一
次

避
難
場
所
や
消
火
栓・防
犯
灯
の
位
置
等
を

記
載
し
た
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
各

区
に
配
布
し
ま
し
た
。

●
生
活
環
境
の
維
持
に
よ
る
住
み
続
け
た
い

南
杣
づ
く
り

　ま
ち
の
景
観
を

守
り
育
む
ま
ち
づ

く
り
事
業
と
し
て
、

各
自
治
区
で
実
施

さ
れ
て
い
る
道
路
、

水
路
等
の
除
草
作

業
に
対
し
て
、草
刈

機
の
燃
料
を
配
布

し
環
境
美
化
に
つ

と
め
ま
し
た
。

●
人
と
人
が
相
互
扶
助
に
よ
り
助
け
合
い
住

み
続
け
た
い
南
杣
づ
く
り

　心
と
心
が

ふ
れ
合
う
ま

ち
づ
く
り
事

業
と
し
て
、

第
二
小
学
校

学
区
民
運
動

会
や
夏
祭
り

に
自
治
振
興

会
か
ら
支
援

し
、地
域
の

交
流
を
さ
ら
に

深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま

た
、歴
史
と
文

化
を
守
り
育
て

る
ま
ち
づ
く
り

事
業
と
し
て
、南

杣
の
歴
史
を
研

究
さ
れ
て
い
る

方
々
が
、過
去

の
第
二
小
学
校
や
周
辺
の
生
い
立
ち
に
つ
い

て
写
真
を
収
集
し
、地
元
の
老
人
会
等
の
会

合
時
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
活
動

　当
地
域
は
従
来
、区
を
中
心
に
事
業
実
施

を
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
、自
治
振
興
会
で
の
事

業
を
取
り
組
む
に
は
、4
区
の
区
民
の
皆
さ

ん
の
理
解
が
重
要
で
す
。そ
の
た
め
に
今
後

は
、広
報
活
動
の
強
化
の
ほ
か
、区
民
の
皆
さ

ん
の
自
治
振
興
会
に
対
す
る
意
識
調
査
の
実

施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、本
自
治
振
興
会
の
区
域
に
は
、新
名

神
高
速
道
路
の
甲
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、他
府
県
か
ら
の
通
行
車
両

も
多
く
往
来
す
る
よ
う
に
な
り
交
通
事
故
や

散
在
ご
み
の
増
加
も
懸
念
し
て
い
ま
す
。今

後
は
、周
辺
道
路
の
定
期
的
な
監
視
や
ご
み

回
収
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

｠｠南杣自治振興会
●自治振興会の活動内容を紹介しています●

キラリ輝く地域のキラリ輝く地域のキラリ輝く地域のの輪
－ 緑豊かな郷土を守り、人々が相互扶助する南杣 －

南杣自治振興会は、甲南第二小学校区である、杉谷区、新治区、塩野区、市原区の4つの自治区で、平成24年2月に発足しました。
発足後1年余りが過ぎたところですので、事業実施においても、まだ手探りの状態ですが、一歩一歩着実に取り組んでいきます。

地域市
民セン

ター

地域市
民

西東
北南

西東
北南

西東
北南

柏
木
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

●
柏
木
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

田植え体験で
タイムスリップ
●甲南第三地域市民センター

　柏
木
公
民
館
で
5
月
18

日
、柏
木
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
発
隊
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　こ
の
事
業
は
、「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
、安
全・安
心
の
ま
ち
づ
く

り
」を
進
め
る
か
し
わ
ぎ
自

治
振
興
会
が
、地
域
防
犯
の

一
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ

た
も
の
で
す
。 

　わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

犬
の
散
歩
を
し
な
が
ら
、地
域
を
見
回
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

の
発
生
を
防
ぐ
一
助
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　現
在
、24
名
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、今
後
、地
域
の
防
犯
意

識
を
高
め
て
い
く
た
め
に
も
、入
隊
者
が
増
え
る
よ
う
、愛
犬

家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
齢
者
サ
ロ
ン
で
交
通
安
全
と

詐
欺
防
止
を
呼
び
か
け

●
油
日
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　五
反
田
区
で
は
毎
月
第
三
火
曜
日
に「
五
反
田
気
楽
サ
ロ

ン
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、5
月
21
日
に
は
市
の
出

前
講
座
を
利
用
し
た「
高
齢
者
の
交
通
安
全
と
振
込
詐
欺
防

止
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　講
師
に
は
警
察
官
を
迎
え
、交
通
安
全
の
話
で
は
、体
操
や

寸
劇
を
取
り
入
れ
て
、交
通
ル
ー
ル
の
再
確
認
を
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、還
付
金
詐
欺
な
ど
の

犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
の
で
、

電
話
が
か
か
っ
て
も
一
人
で
判

断
せ
ず
、「
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
警
察
へ
電
話
を
」と
呼
び
掛

け
ら
れ
ま
し
た
。

　参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
わ

か
り
や
す
い
話
で
ま
た
聞
き
た

い
」、「
気
を
つ
け
よ
う
と
思
っ

た
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　5
月
13
日
、甲
南
第
三
小
学
校
5
年
生
の
児
童
が
田
植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。

　地
元
の
田
ん
ぼ
を
お
借
り
し
、稲
の
生
育
か
ら
収
穫
ま
で
を
学
習
す
る
同
校

の
取
り
組
み
で
、毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
日
は
、甲
賀
市
都
市
農
村
交
流
事
業
の
一
環
で
、民
泊
体
験
を
し
て
い
た

兵
庫
県
神
戸
市
立
神
戸
生
田
中
学
校
2
年
生
の
生
徒
8
名
も
参
加
し
、地
元
の

方
の
ご
指
導
の
も
と『
三
角
定
規
』を
使
っ
た
、昔
な
が
ら
の
田
植
え
方
法
を
体
験

し
ま
し
た
。

　慣
れ
な
い
作
業
に
、子
ど
も
か
ら
は「
腰
が
痛
い
よ
」と
悲
鳴
も
聞
こ
え
ま
し
た

が
、子
ど
も
た
ち
同
士
の
交
流
も
深
ま
り
、楽
し
み
な
が
ら
約
1
時
間
半
で
作
業

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

もうひとつのお届け物
●雲井地域市民センター

　雲
井
小
学
校
で
は
、5
月
17
日
に
ヤ
マ
ト
運
輸
さ
ん
に
よ
る
交
通
安
全
教

室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　ゴ
ム
ひ
も
が
張
ら
れ
た
車
両
で
死
角
に
な
る
所
を
体
験
し
、視
野
を
広
げ

る
大
切
さ
な
ど
講
師
の
先
生
の
巧
み
な
お
話
を
聞
き
な
が
ら
全
体
学
習
を

し
、後
半
に
は
交
差
点
で
の
自
転
車
の
渡
り
方
を
一
人
ず
つ
実
践
。車
の
陰
を

左
右
確
認
し
な
が
ら
慎
重
に
わ
た
り
ま
し
た
。ブ
レ
ー
キ
の
制
動
距
離
を
当

て
る
ク
イ
ズ
で
は
、時
速
40
キ
ロ
の
車
が
予
想
の
数
セ
ン
チ
手
前
で
停
車
し
、

歓
声
と
ど
よ
め
き
が
上
が
り
ま
し
た
。地
元
企
業
の
社
会
貢
献
と
社
内
研
修

の
一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
の
教
室
で
、子
ど
も
た
ち
は
し
っ
か
り

と
安
全
意
識
と
い
う
お
届
け
物
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
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甲
南
第
二
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

8
6
｜

8
1
9
0
／

　8
6
｜

8
1
9
1

問
い
合
わ
せ

▲先進地視察として三重県錦生自治協議会へ

▲交流を深めた区民運動会

▲南杣の歴史についての発表会

▼環境美化のための除草作業
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おじいさんおばあさんと一緒に昔のお菓子作り体験

友達の大切さを紙芝居で学ぶ

ビオトープで希少な動植物を守り育てる環境作り

　

鮎
河
小
学
校
で
５
月
３１
日
、祖
父
母
交
流
会

が
行
わ
れ
、全
校
生
徒
２４
名
が
地
域
の
方
に
教

わ
り
な
が
ら
、「
げ
ん
こ
つ
あ
め
」作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　
「
げ
ん
こ
つ
あ
め
」は
、水
あ
め
や
は
っ
た
い
粉

な
ど
を
混
ぜ
て
煮
、練
っ
た
も
の
に
き
な
粉
を
ま

ぶ
し
て
作
る
昔
な
が
ら
の
お
菓
子
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
昔
は
、何
も
売
っ
て
い
な

か
っ
た
か
ら
家
の
人
が
考
え
て
作
っ
て
く
れ
た
も

の
を
食
べ
て
い
た
」と
い
う
地
域
の
方
の
お
話
に

驚
き
、初
め
て
知
る
昔
の
お
菓
子
作
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

児
童
は
、「
切
り
分
け
る
と
こ
ろ
が
楽
し
か
っ

た
。家
で
も
作
っ
て
み
た
い
。」と
、出
来
立
て
の

あ
め
を
い
く
つ
も
口
に
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

甲
南
中
部
小
学
校
で
５
月
２８
日
、い
じ
め
防
止

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。県
警
少
年
課
に
今
年
度

か
ら
設
置
さ
れ
た「
い
じ
め
防
止
啓
発
サ
ポ
ー

タ
ー
」な
ど
６
名
が
、１・２
年
生
児
童
５６
名
を
対

象
に
紙
芝
居
や
紙
パ
ズ
ル
を
使
い
、い
じ
め
防
止

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

紙
芝
居
は
、公
園
の
砂
場
で
知
ら
な
い
友
達
同

士
が
、ス
コ
ッ
プ
な
ど
の
道
具
を
無
断
で
使
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
と
い
う
、

子
ど
も
た
ち
の
身
の
回
り
に
起
こ
り
そ
う
な
出

来
事
を
題
材
に
し
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、紙
芝
居
の
内
容
を
振
り
返
り

な
が
ら
、ぶ
た
な
い
、盗
ら
な
い
、嘘
を
つ
か
な
い
、

謝
る
な
ど
友
達
と
仲
良
く
過
ご
す
た
め
に「
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、し
て
は
い
け
な
い
こ
と
」

を
学
び
ま
し
た
。

　

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
で
は
、希
少
な

動
植
物
を
守
り
育
て
る
た
め
の
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

５
月
１９
日
に
は
ビ
オ
ト
ー
プ
作
り
が

行
わ
れ
、同
園
で
定
期
的
に
活
動
す
る
友

の
会
の
メ
ン
バ
ー
や
甲
南
中
学
校
科
学

部
な
ど
１１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、棚
田
の
放
棄
田

を
活
用
し
た
も
の
で
、当
日
は
土
を
掘
り

起
こ
し
、コ
ウ
ホ
ネ
な
ど
３
種
類
の
水
草

を
植
栽
す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。徐
々

に
湧
水
が
た
ま
り
始
め
た
ビ
オ
ト
ー
プ

に
早
速
サ
ワ
ガ
ニ
が
姿
を
現
し
、観
察
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、甲
南
中
学
校
科
学
部
が
、部
活

動
の
一
環
と
し
て
、希
少
植
物
を
増
や
し

て
い
こ
う
と
種
や
挿
し
木
か
ら
育
て
た

キ
キ
ョ
ウ
の
苗
を
同
園
内
に
移
植
し
ま

し
た
。

鮎河小学校・祖父母交流会

甲南中部小学校・いじめ防止教室

みなくち子どもの森

市内で農村生活を体験
　

都
市
農
村
交
流
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る「
忍
者
の
里
こ
う
か
で
田
舎
体
験
」

で
、５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、兵
庫
県
と

神
奈
川
県
の
６
中
学
校
か
ら
、約
１
，０
０

０
名
が
市
内
を
訪
れ
、農
村
生
活
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

５
月
２５
日
に
は
、海
老
名
市
立
有
馬
中

学
校
の
3
年
生
４
名
が
、コ
ン
ニ
ャ
ク
イ
モ

の
畑
作
り
に
挑
戦
し
、種
イ
モ
を
植
え
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、イ
モ
が
収
穫
で
き
る
3
年

後
に
ま
た
訪
れ
た
い
と
、自
分
た
ち
で
作
っ

た
畑
に
愛
称
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

都
市
部
で
は
味
わ
え
な
い
新
鮮
な
空
気

や
豊
か
な
自
然
の
中
、受
け
入
れ
家
庭
と
の

交
流
に
よ
り
、甲
賀
市
が
第
二
の
ふ
る
さ
と

と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
体
験
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

都市農村交流事業

心を込めておいしいサツマイモに 貴生川認定こども園・イモの苗植え

社会人として新たな決意
　

市
内
企
業・事
業
所
に
就
職
し
た
新
規
学
卒
者

を
対
象
と
し
た
新
就
職
者
激
励
会
が
５
月
２２
日
、

忍
の
里
プ
ラ
ラ
で
開
催
さ
れ
、５９
社
か
ら
２
１
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
嶋
市
長
は「
い
つ
ま
で
も
、ど
こ
で
も
学
ぶ
姿

勢
を
持
ち
続
け
、企
業
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
材

と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」と

激
励
し
、新
就
職
者
を
代
表
し
て
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
信
楽
荘
の
谷
口
実
加
さ
ん
が
社
会
人
と
し

て
の
抱
負
を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
人
権
研
修
で
は
、メ
ン
バ
ー
全
員
が
不

登
校
を
経
験
し
た
音
楽
グ
ル
ー
プ「
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｓ
」や
手
話
シ
ン
ガ
ーｙ
ｏ
ｋ
ｋｏ
さ
ん
に

よ
る
人
権
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、参
加
者
は
、メ
ン

バ
ー
自
ら
の
経
験
か
ら
伝
え
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

新就職者激励会

いじめ
防止の

紙芝居
を見る

児童

「げんこつあめ」
作りに挑戦する

児童
　

貴
生
川
認
定
こ
ど
も
園
の
農
園
で
５
月
２３

日
、イ
モ
の
苗
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。貴
生

川
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
２８
名
と
同

園
４
、５
歳
児
１
７
２
名
が
約
２
０
０
本
の
苗

を
植
え
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん

に
教
わ
り
な
が
ら
大
き
く
育
つ
よ
う
心
を
込
め

て
植
え
、作
業
中
好
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
の
料
理

を
尋
ね
ら
れ
る
と
、「
お
味
噌
汁
」な
ど
い
く
つ

も
挙
げ
て
収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
水
や
り
や
草
引
き
な
ど
の
世
話
も
園

児
が
行
い
、秋
に
は
、老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
収
穫
後
、焼
き
芋
で
自
分
た
ち
が
育
て

た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
味
わ
い
ま
す
。

サツマイモの苗植えを教わる園児

抱負を述べる新就職者代表の谷口さん

ビオトープ
に

水草を植栽
する親子

う
で
す
。

畑作りを
手伝う生徒

た
に
ぐ
ち

み

か

ジ

ェ

リ

ー

ビ

ー

ン

ズ

よ

っ

こ
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公
開〝
共
育
〞講
座

〝
子
育
て
〞〝
親
育
ち
〞を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う

●
日
時
／
６
月
２１
日（
金
）１０
時
３０
分
〜
１２
時

●
集
合
／
日
本
基
督
教
団
水
口
教
会 

会
堂

　

※
入
場
無
料

●
内
容
／
テ
ー
マ
：
脱
力
系 

親
論
│
子
ど
も
の

再
生
・
お
と
な
の
反
省
│
講
師
：
桜
井
智
恵
子

さ
ん（
大
阪
大
谷
大
学
教
員
）

問
／
水
口
幼
稚
園　

☎
６
２
｜

０
３
２
９
／　

６
２
｜

０
３
3
4

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

き
ま
ぐ
れ「
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」（
短

時
間
の
自
然
観
察
ガ
イ
ド
）の
ご

案
内

〜
６
月
の
森
は
い
い
香
り
！？
〜

●
日
時
／
６
月
２９
日（
土
）１４
時
〜
約
１
時
間

●
集
合
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館
前

催
し

●
定
員
／
先
着
１５
名

※
申
込
不
要
、費
用
無
料
、小
雨
決
行

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３
｜

6
7
1
2
／　

６
３
｜

０
４
６
６

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

に
ん
く
る
土
曜
塾

●
日
時
／
７
月
１３
日（
土
）１０
時
〜
１１
時
３０
分

●
場
所
／
に
ん
く
る
児
童
館（
相
模
教
育

集
会
所
）

●
内
容
／
石
に
絵
を
描
い
て
宝
石
つ
く
り

●
対
象
／
小
学
生

●
定
員
／
１０
名

●
申
込
締
切
／
７
月
１０
日（
水
）

※
参
加
費
不
要

問
・
申
／
に
ん
く
る
児
童
館

☎
８
８
｜

５
６
９
２
／　

8
8
｜

５
６
９
６

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

夏
休
み
キ
ッ
ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

伝
統
の
藤
つ
る
編
み
で
ス
テ
キ
な
壁

掛
け
花
入
れ
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

●
日
時
／
７
月
２３
日（
火
）１０
時
〜
１１
時
４５
分

●
集
合
／
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

●
内
容
／
水
口
細
工
を
作
り
ま
す
。作
品

は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

●
対
象
／
小
学
生（
小
学
１
〜
３
年
生
は

保
護
者
同
伴
）

●
定
員
／
３０
名（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
参
加
費
／
無
料

●
申
込
締
切
／
７
月
１３
日（
土
）

●
申
込
方
法
／
メ
ー
ル
・
F
A
X
・
電
話
に
て

①
〒
住
所
②
名
前（
ふ
り
が
な
）③
学
年
④

電
話
番
号
・
F
A
X
番
号
を
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
。ま
た
は
来
館
。

問
・
申
／
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
6
2
｜

7
1
4
1
／　

6
3
｜

4
7
3
7

E-m
ail

：koka30109510@city.koka.lg.jp

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
２
回

●
日
時
／
７
月
６
日（
土
）

　

甲
南
庁
舎
駐
車
場
１２
時
３０
分
集
合
・
出
発

●
場
所
／
戦
争
遺
跡（
東
近
江
市
）・

　

滋
賀
県
平
和
祈
念
館

●
内
容
／
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

歴
史
か
ら

学
ぼ
う「
戦
争
と
平
和
・
そ
し
て
人
権
」

●
定
員
／
先
着
４０
名

●
申
込
方
法
／
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
氏
名
・
連

　

絡
先
を
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

※
参
加
無
料
、手
話
通
訳
あ
り

問
・
申
／
人
権
推
進
課

☎
６
５
｜

０
６
９
３
／　

6
3
｜

４
５
８
２

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

☆ 

夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）☆

「
土
星
の
環
を
み
て
み
よ
う
」

●
日
時
／
６
月
２２
日（
土
）１９
時
３０
分
〜
２１
時
３０
分

●
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

●
内
容
／
天
体
の
お
は
な
し
、土
星
、月
、夏

の
星
座
な
ど
の
観
望

●
定
員
／
先
着
２０
名

●
申
込
方
法
／
電
話
に
て
申
込
先
ま
で

●
申
込
締
切
／
６
月
２１
日（
金
）

※
天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
・
申
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８
｜

４
１
０
０
／　

8
8
｜

５
０
５
５

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

夏
の
山
野
草
展

●
日
時
／
６
月
１５
日（
土
）９
時
〜
１７
時
・

６
月
１６
日（
日
）９
時
〜
１６
時

●
場
所
／
鹿
深
ホ
ー
ル　

※
入
場
無
料

問
／
滋
賀
山
草
会
事
務
局（
担
当
／
植
西
）

☎
／　

７
５
｜

０
３
７
７

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

夏
の
脂
肪
燃
焼
教
室（
甲
南
）参

加
者
募
集

●
日
時
／
７
月
３
日
〜
８
月
７
日
毎（
水
）

全
６
回
①
１９
時
〜
２０
時
②
２０
時
〜
２１
時

●
場
所
／
甲
南
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス

●
内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
っ
て
運

動
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
定
員
／
①
②
と
も
６
名

●
申
込
締
切
／
６
月
３０
日（
日
）（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

●
参
加
費
／
①
②
と
も
1
，5
0
0
円（
保

険
代
含
む
）

問
・
申
／
甲
南
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
８
６
｜

６
９
７
１
／　

８
６
｜

６
９
８
４

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
日
時
／
６
月
１７
日（
月
）〜
６
月
２７
日（
木
）

募
集
案
内
や
申
込
書
等
は
、６
月
１７
日
か

ら
住
宅
建
築
課
で
配
付
し
ま
す
。ま
た
、甲

賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

問
・
申
／
住
宅
建
築
課　

公
営
住
宅
係

☎
６
５
｜

０
６
０
９
／　

６
３
｜

４
６
０
１

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

普
通
救
命
講
習
Ⅲ
受
講
者
募
集

●
日
時
／
７
月
２０
日（
土
）９
時
〜
１２
時

（
８
時
３０
分
受
付
開
始
）

●
場
所
／
水
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
主
に
小
児
、乳
児
、新
生
児
を
対
象
と

し
た
心
肺
蘇
生
法
、A
E
D
の
使
用
方
法
な
ど

●
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
さ
れ

て
い
る
子
育
て
中
の
保
護
者
の
方
優
先

●
定
員
／
２０
名
程
度（
申
込
多
数
の
場
合

は
先
着
順
）

●
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
来
署

●
申
込
締
切
／
７
月
１５
日（
月
）

※
参
加
費
無
料

問
・
申
／
甲
賀
広
域
行
政
組
合
水
口
消
防
署

救
急
係

☎
６
３
｜

１
１
１
９
／　

６
３
｜

７
９
４
１

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

夏
ま
つ
り「
記
念
花
火
」を
打
ち

上
げ
ま
せ
ん
か

甲
賀
夏
ま
つ
り
で
打
ち
上
げ
る
記
念
花
火

を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
例
…
結
婚
記
念
甲

賀
太
郎
・
花
子
、鹿
深
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
）い

た
だ
い
た
コ
メ
ン
ト
は
、新
聞
折
込
チ
ラ
シ

に
掲
載
し
ま
す
。

【
甲
賀
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
】

●
日
時
／
７
月
２７
日（
土
）19
時
45
分
〜
２０

時
３０
分
小
雨
決
行（
荒
天
順
延
）

●
場
所
／
野
洲
川
河
川
敷（
水
口
橋
上
流
）

●
記
念
花
火
価
格
／
４
号
玉　

１
０
，０
０
０
円

●
申
込
方
法
／
代
金
を
添
え
て
左
記
ま
で

●
申
込
締
切
／
7
月
1
日（
月
）

問
・
申
／
甲
賀
夏
ま
つ
り
２
０
１
３
実
行
委
員

会（
甲
南
庁
舎
内
甲
賀
市
観
光
協
会
事
務
局
）

☎
／　

６
０
｜

２
６
９
０

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

自
動
交
付
機
業
務一部
停
止
の
お
知
ら
せ

６
月
２６
日（
水
）夕
方
５
時
３０
分
か
ら
８
時
ま
で

の
自
動
交
付
機
は
、戸
籍
の
シ
ス
テ
ム
改
修
の
た

め
戸
籍
の
み
発
行
停
止
と
な
り
ま
す
。

問
・
申
／
市
民
課

☎
６
５
｜

０
６
８
３
／　

６
５
｜

６
３
３
８

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
権
な
ん
で
も
相
談

　

家
庭
や
地
域
・
職
場
な
ど
の
日
常
生
活
で

の
悩
み
や
心
配
、差
別
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。※
申
込
不
要

●
対
応
者
／
人
権
擁
護
委
員（
法
務
大
臣
委
嘱
）

●
開
催
日
・
場
所
／

　

１
日（
月
）／
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　

５
日（
金
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
談
話
室

　

１１
日（
木
）／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階
身
障
研
修
室

　

１２
日（
金
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー
１
階

　

会
議
室
Ｆ

　

１６
日（
火
）／
市
役
所
甲
南
庁
舎
２
階
団
体
室

●
時
間
／
１３
時
３０
分
〜
１６
時

問
・
申
／
人
権
推
進
課

☎
6
5
｜

0
6
9
4
／　

6
3
｜

4
5
8
2

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

男
女
の
悩
み
ご
と
相
談

家
庭
や
職
場
で
の
男
女
間
の
様
々
な
悩
み

ご
と
に
応
じ
ま
す
。

●
開
催
日
／
1
日（
月
）・
３
日（
水
）・
５
日（
金
）・

８
日（
月
）・
10
日（
水
）・
12
日（
金
）・
17
日（
水
）・

19
日（
金
）・
22
日（
月
）・
24
日（
水
）・
26
日（
金
）・

29
日（
月
）・
31
日（
水
）

●
場
所
／
水
口
庁
舎
１
階
人
権
推
進
課
内

　

相
談
室

●
時
間
／
９
時
〜
１６
時

●
相
談
方
法
／
電
話
ま
た
は
面
接
相
談

（
面
接
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
）

相
談
窓
口
／
☎
6
5
｜

0
7
5
1

問
・
申
／
人
権
推
進
課

☎
6
5
｜

0
6
9
4
／　

6
3
｜

4
5
8
2

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

行
政
相
談

国
の
仕
事
や
特
殊
法
人
の
業
務
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。※
申
込
不
要

●
対
応
者
／
行
政
相
談
委
員（
総
務
省
委
嘱
）

●
開
催
日
・
場
所
／

　

１
日（
月
）／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

５
日（
金
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

１１
日（
木
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館（
甲
賀
）

１７
日（
水
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

１９
日（
金
）／
甲
賀
市
市
民
福
祉
活
動

セ
ン
タ
ー
相
談
室（
甲
南
）

●
時
間
／
１３
時
３０
分
〜
１６
時

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
6
5
｜

0
6
8
5
／　

6
3
｜

4
5
8
2

さ
く
ら
い
ち
え
こ

相
談〈
7
月
〉

募
集

お
知
ら
せ

　新たな財源を確保するため、皆さんの目に触れる
機会の多い広報紙を広告掲載媒体として活用します。
・ 募集枠数 ： ４枠（最大２枠まで同時掲載可）
・ 掲載場所 ： 「情報のまど」下部（モノクロ１色刷り）
※長期契約による割引制度あり。
※発行日の４５日前までにお申し込みください。
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
問・申／広報課　☎65ー0675／　63ー4619

・ 掲載対象　各月１日号
・ 広告規格　縦45mm×横85mm（１枠）
・ 掲 載 料　１号１枠　25,000円／月
・ 発行部数　35,100部

◆　広　告　欄　◆

広報
広告主
募　集

※
こ
の
枠
の
大
き
さ
が

　

1
枠
分
で
す

広報「あいこうか」に広告を掲載しませんか
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結
婚
相
談

結
婚
を
希
望
さ
れ
る
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
申
込
不
要

●
対
応
者
／
結
婚
相
談
員（
市
委
嘱
）

●
開
催
日
／
６
日（
土
）・
２０
日（
土
）

●
場
所
／
市
役
所
水
口
庁
舎
南
別
館
１
階

●
時
間
／
１３
時
〜
１６
時

問
・
申
／
農
業
振
興
課

☎
6
5
｜

0
7
1
1
／　

6
3
｜

4
5
9
2

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

教
育
相
談

主
に
小
・
中
学
生
に
関
す
る
悩
み
ご
と
や
困

り
ご
と
に
つ
い
て
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
要
予
約

●
対
応
者
／
臨
床
心
理
士
等
の
専
門
相
談
員

●
場
所
／
学
校
、市
役
所
甲
南
庁
舎
、甲
賀

　

市
適
応
指
導
教
室
な
ど

問
・
申
／
学
校
教
育
課

☎
8
6
｜

8
1
0
0
／　

8
6
｜

8
1
9
6

（
土
日
祝
日
を
除
く
９
時
〜
１
７
時
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

就
労
相
談

就
職
・
転
職
の
た
め
の
情
報
提
供
や
公
共
職

業
安
定
所
へ
の
取
り
次
ぎ
を
行
い
ま
す
。

※
申
込
不
要

午
前（
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

●
開
催
日
・
場
所
／

３・
１０
・
１７
・
２４
・
３１（
水
）／
西
教
育
集
会
所

３・
１０
・
１７
・
２４
・
３１（
水
）／
梅
田
会
館

４・
１８
日（
木
）／
牛
飼
教
育
集
会
所

４・
１８
日（
木
）／
清
和
会
館

２・
１６
日（
火
）／
宇
川
会
館

２・
９・
１６
・
２３
・
３０
日（
火
）／
か
え
で
会
館

１１
・
２５
日（
木
）／
新
城
教
育
集
会
所

１１
・
２５
日（
木
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

９・
２３
日（
火
）／
伴
谷
公
民
館

午
後（
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
）

●
開
催
日
・
場
所
／

３・
１７
日（
水
）／
水
口
中
央
公
民
館

３・
１７
日（
水
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

１０
・
２４
日（
水
）／
上
野
教
育
集
会
所

１２
・
２６
日（
金
）／
大
久
保
教
育
集
会
所

５・
１９
日（
金
）／
相
模
教
育
集
会
所

５・
１９
日（
金
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

問
・
申
／
商
工
政
策
課

☎
6
5
｜

0
7
1
0
／　

6
3
｜

4
0
8
7

相
談〈
7
月
〉

開催日時／火・水・金曜日　１０時～１５時
場所／甲南青少年研修センター
対象／市内在住おおむね０～３歳のお子さんと保護者
　　　　（小さなお子さんの安全のため、対象以外の
　　　 　児童の参加はご遠慮ください）　※参加無料
問／社会福祉課　児童家庭支援係
☎６５ー０７０５／　６３ー４０８５

（
略
字
説
明
）

（問い合わせ先一覧）
利用時間場　所 電話 FAX

65-5511 65-5522
66-0375 －

88-8115 88-8145
86-0949

82-2799

★あかちゃんひろば ★ぴょんぴょんひろば

★キッズランド
※いずれも受付 10:00～10：20

＜家庭教育支援事業＞
こども未来課

★親子ふれあい運動広場
日　時／3日（水） 10：30～11：30※（予備日17日（水））
場　所／岩上体育館（水口）
対　象／1歳半～未就園児の親子
定　員／25組（要申込）
持ち物／体育館シューズ・お茶　など
参加費／1組200円

日　時／12日（金） 10:30～11:30※
場　所／信楽子育て支援センター
対　象／生後2か月～7か月の乳幼児親子
定　員／15組（要申込）

★ベビーマッサージ講座

★親子ふれあい絵本広場
日時／20日（土）　10：30～11：45
場所／信楽図書館
対象／未就学児とその保護者
定員／25組（要申込）
※受付 10：10～10：25

　※申込み締め切りは7月16日（火）まで

☆たけのこ子育て広場『のびっこ』

『水あそび』
日　時／29日（月）　10：00～12：00
場　所／たけのこ児童館
定　員／10組（要申込）
持ち物／水着またはパンツ・タオル

☆にんくる子育て広場

7
■子育て支援センターでは、いろいろな子育て
支援事業を行っています。市内在住の未就園児
とその保護者の方が対象です。どの地域のセン
ターでもお気軽にご利用ください。

■子育て支援センターでは、いろいろな子育て
支援事業を行っています。市内在住の未就園児
とその保護者の方が対象です。どの地域のセン
ターでもお気軽にご利用ください。

■乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆を
深め心豊かな子どもを育てていくことを応援するため、
市内の施設でいろいろな事業を行っています。

■乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆を
深め心豊かな子どもを育てていくことを応援するため、
市内の施設でいろいろな事業を行っています。

対象）０～１歳の未就園児とその保護者

対象）２歳半以上の未就園児とその保護者

対象）０～１歳の未就園児とその保護者

場所 時間 内容・対象・持ち物・その他日
16日（火）
12日（金）
12日（金）

①19日（金）
②26日（金）

4日（木）

対）①６か月頃まで
     ②７か月頃～１歳

10:00
～

11:30

対象）１～２歳半の未就園児とその保護者
場所 時間 内容・対象・持ち物・その他日
水口
土山
甲賀

甲南

信楽

水口

土山

甲賀

甲南

信楽

水口
土山

甲賀

甲南

信楽

9日（火）
17日（水）
16日（火）

①9日（火）
②23日（火）

①9日（火）
②23日（火）

対）①1歳～1歳8か月
　　②1歳9か月～2歳５か月
内）水あそび　
持）プール用おむつ・バスタオル・
　 着替え・ビーチサンダル

対）①１歳～１歳８か月
　　②１歳９か月～２歳５か月

内）水あそび　持）水あそびの用意
内）水あそび

10:00
～

11:30

場所 時間 内容・対象・持ち物・その他日
2日（火）
4日（木）
2日（火）

5日（金）

17日（水）

持）のり・はさみ・サインペン　内）七夕飾りを作ろう
内）七夕　持）はさみ、のり

内）七夕飾りを作ろう 
持）のリ・はさみ・手拭タオル

内）しゃぼんだまあそび

10:00
～

11:30

水 口

土 山

甲 賀

甲 南

信 楽

おじいちゃん・おばあちゃんとあそぼうひろば

おはなし会　～絵本を楽しもう～

子育て講習
「おしゃべりしましょう：子どもの安全」

おとうさんとあそぼうひろば

出前ひろば

1・8・22日（月）

11日（木）

23日（火）

9日（火）

5・26日（金）

23日（火）

3（水）・12日（金）

1日（月）

11日（木）

2日（火）

10日（水）

18日（木）

①19日（金）
②26日（金）

対）①０歳～１歳までの未就園児とその保護者　②１歳以上の未就園児とその保護者　　　　
他）①要申込・抽選１０組　締切7月12日　②要申込・抽選１０組・託児有　締切7月19日

20日（土）

24日（水）

18日（木）

13:30～15:00

10:00～11:00

10:00～11:30

11:00～11:30

10:00～11:30

13:30～15:00

10:45～11:00

10:00～10:30

10:15～11:15

13:30～15:00

10:00～11:30

10:30～11:30

10:30～11:30

10:00～11:30

10:00～11:30

対）1日：H25年2月生、8日：H25年3月生、22日：H25年4月生

場）フイランソ土山

９：30～11：30のオープンルーム内で

場）杉谷公民館　内）おたのしみコンサート

対）Ｈ２３年１月生まれまでの未就園児とその保護者
他）要申込・抽選１５組　締切6月22日

対）未就園児とその保護者
他）要申込・先着１５組

対）H.25年2月生～H.25年3月生の赤ちゃんとその保護者　持）バスタオル

対）未就園児とその祖父母　　内）安全について

対）１歳６か月以上の未就園児とその保護者

対）未就園児とその父親　内）安全について

対）小原・多羅尾地区の未就園児とその保護者　場）柞原会館

対）未就園児とその保護者　他）要申込・抽選20組・託児無し  締切6月26日

対）未就園児と保護者　場）甲賀西保育園　他）要申込・先着15組

対）０～１歳まで

対）未就園児の保護者　他）要申込・抽選4組（未経験者優先）・託児有　締切6月26日

事業名 時間 内容・対象・持ち物・その他日

月～土 9:00～17:00
月～金 9:00～17:00
火～土 9:00～17:00
月～金 9:00～17:00
火～土 9:00～17:00

水口子育て支援センター

土山子育て支援センター

甲賀子育て支援センター

甲南子育て支援センター

信楽子育て支援センター

『うちわ作り』
日　時／18日（木）　10：30～11：30
場　所／かえで会館　学習室
定　員／15組（要申込）
持ち物／材料費100円・のり・はさみ・
　　　　カラーペン（油性）

『さかなつりごっこ』
日　時／19日（金）　10：00～11：30
場　所／にんくる児童館（相模教育集会所）
定　員／10組（要申込）
持ち物／水着またはパンツ・タオル・お茶

日　時／11日（木）　10：30～11：00
場　所／土山図書館
対　象／０・１・２歳児とその保護者

場　所／水口図書館
対　象／０・１・２歳児とその保護者

★乳幼児おはなし広場（水口）

★乳幼児おはなし広場（土山）

日　時／23日（火）　10:30～10:50
　　　　　　　　　　11:00～11:20（　　  ）同じ内容で

２回開催

※ 参加対象は市内の未就園児とその保護者です。
　 どの地域の活動にも参加していただけます。
※ 講座の詳しい内容は各担当にお問い合わせください。

問・申 86-838086-8171／

問・申 82-361682-2361／

☆かえで子育て広場
問・申 86-495886-4363／

問・申 88-569688-5692／

月月
7月月

場：場所（場所の記載がないものは各支援センターで行います）
日時：開催日・時間
対：対象（年齢等の記載がないものは未就園児とその保護者です）
持： 持ち物（記載がないものは特別に準備するものはありません）
　　※お茶、バスタオル、タオル、着替え、帽子、おむつ、手ふきなどは必要に応じてお持ちください
他：申込・定員（記載がないものは申し込みは不要です）その他
内：内容

＜児童館事業＞対）Ｈ２４年４月～Ｈ２４年９月生まれの未就園児とその保護者
内）ペットボトルでおもちゃを作りましょう　他）要申込・先着１５組

あかちゃんルーム

子育て講座
「おしゃべりしましょう 子どもの食事」

子育て講座
「おしゃべりしましょう 子どもの育ち」

子育て講習
「ペットボトルで手作りおもちゃ」

出前ひろば

食育DVD鑑賞「キッチンで子育て」

あかちゃんルーム

おはなし会

出前ひろば

アロマタイム

あかちゃんルーム

出前ひろば「園であそぼう」

10:00～11:30

19日（金）

6日（土）

対）１歳までの未就園児の保護者　他）要申込・先着１０組リフレッシュ講習「ほっとタイム」

おとうさんとあそぼうひろば

10:30～11:30

対）未就園児とその父親　内）おもちゃ作り　持）はさみ、のり　他）要申込・先着１０組10:00～11:30

＜各子育て支援センター事業＞　

＜子育て広場＞　

※「オープンルーム」「サークル」については、各センターにお問い合わせいただくか、各「支援センターだより」をご覧ください。
※子育て相談（9：00～17：00）　子育ての不安や悩みなど、どんなことでも一人で悩まずに気軽にご相談ください。 TEL、FAX、来所いずれでも結構です。

1日（月） 10:00～11:30

子育て講習
「いっしょに考えよう
　子どもとのつきあい方

10:30～11:30
対）１歳６か月以上の未就園児と保護者　場）土山開発センター（会議室）
他）要申込　抽選１２組　託児有　締切6月25日

2日（火）



開館時間：10:00～18:00

●催し

3
3
4
5

11
13
27 7月

甲賀市図書館では、こどもの読書週間にあわせて、
読んだ本の感想を絵にしてもらう企画「こんな本よ
んだよ～おはなしの絵をかこう～」を開催しました。
市内の子どもたちから、好きな本を読んで感じたこ
と思ったこと、それぞれの思いがつまった作品がた
くさん集まりました。（作品の応募はこどもの読書
週間後も、延長して受付けます。）

66-1067
66-1056

開館時間：10:00～18:00

●催し

63-4737
63-7400

6
20
23

土
土
火

木

土
土

水
水
木
金

14:00～14:30
14:00～14:30

①10:30～10:50
②11:00～11:20

14:00～14:30

14:00～14:30
10:30～11:00

長休み
昼休み

おはなし会
おはなし会
おはなし会
※乳幼児向け

おはなし会
※乳幼児向け
おはなし会
おはなし会

鮎河小学校
山内小学校
土山小学校
大野小学校

開館時間：10:00～18:00

●催し

4
5
11
12
18

13
27

82-3921
82-0320

土
土

木
金
木
金
木

昼休み
昼休み
昼休み
昼休み
昼休み

15:00～16:00
15:00～16:00

4 木 11:00～11:30 おはなし会

おはなし会
おはなし会

多羅尾小学校
朝宮小学校
信楽小学校
小原小学校
雲井小学校

開館時間：10:00～18:00（金曜日は21:00まで）

●催し

8
10
11
12
17
18

86-1505
86-1504

月
水
木
金
水
木

希望ヶ丘小学校
甲南第三小学校
甲南第二小学校
甲南第一小学校
希望ヶ丘小学校
甲南中部小学校

開館時間：10:00～18:00

●催し

2
9
16

88-7005
88-7246

火
火
火

大原学区
油日学区
佐山学区

おはなし会と工作
おはなし会

日曜映画会
「ライラの冒険」

大原小学校
油日小学校
佐山小学校

●移動図書館

1
2
3
8
9
10

月
火
水
月
火
水

松尾方面
柏木・伴谷方面
伴谷方面

貴生川方面

伴谷東小学校
柏木小学校
伴谷小学校
綾野小学校
貴生川小学校
水口小学校

＊乳幼児向け

おはなし会

休館日 整理のための
閉館日

地　域 小学校

●移動図書館

●移動図書館

小学校

小学校地　域

小学校

小学校

●移動図書館

●移動図書館
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甲賀市体育協会事務局
問い合わせ／申し込み先

86-244386-2343／

健康推進課　健康政策係
問い合わせ

63-459165-0703／

文化スポーツ振興課
問い合わせ

86-838086-8023／

日本の夏は、高温多湿で細菌が増えやすく食中毒が多発します。
食中毒を起こす食べ物は色や臭いだけでは見分けることができません。
そこで、次のことに気をつけて、身を守りましょう。

① 食品を取り扱うときは、手をよく洗いましょう。
② まな板、ふきんなどは熱湯や漂白剤で殺菌しましょう。
③ 出来るだけ早く調理し、調理後は早く食べましょう。
④ 食品は放置しないで冷蔵庫に入れましょう。
⑤ 食品はなるべく加熱し、加熱調理するときは中心部まで　 
十分加熱しましょう。

食中毒は、夏場だけでなく一年を通して発生します。日頃から食品衛生に
気をつけましょう。

第９回 市民球技大会
スポーツの振興と、健康増進・競技
力向上のため、体育協会加盟団体
による球技大会です。どなたでも
ご参加いただけます。

日　程 種　目 会　場 対　象
６月16日（日） ソフトバレーボール

７月14日（日）

８月18日（日）

８月25日（日）

９月15日（日）
10月13日（日）

ソフトテニス
バウンド・テニス
ゲートボール
ターゲット・バードゴルフ
サッカー

上野ドーム

バスケットボール
バドミントン

水口体育館
信楽体育館

ソフトボール
卓球

７月７日（日）～
９月15日(日) 軟式野球

水口体育館

土山体育館

土山運動場
土山体育館

甲賀市民スタジアム
　　　　　　　ほか

水口スポーツの森
多目的グラウンド

甲南中央運動公園
サッカーグラウンド

甲賀中央運動公園
テニスコート

市内に在住、もしくは
勤務、通学
している方

※競技方法・参加費・
申込方法は、各種目
別に異なりますので、
各競技団体もしくは、
体育協会事務局に問
い合わせてください。

甲賀市体育協会

14:00～15:00
11:00～11:30
11:00～11:30
14:00～15:55

＊都合により変更になる場合があります。
　詳しくは各図書館にお問合せください。
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食中毒食中毒食中毒

予防予防予防

夏場の夏場の

しましょうしましょう

をを

①各自がリングを１個ずつ持ちます。
②長さ１０ｍ、幅８ｍの平行線上に５人ずつ並び、向
い合う二人がペアとなります。
③かけ声をあわせて、１０人が一斉にリングを投げ
るとともに、相手方が投げたリングを受け取ります
（これを繰り返す）。

【ゲームの進め方】※２０人で行う場合の例です。
①２チームに分かれて、先攻、後攻を決めます。
②図のように先攻チー
ムは一列に、後攻チーム
は４・３・２・１と三角形に
なるように並びます。
③合図で、先攻チーム
は一斉にスタートし、ま
ず一列目に行き、（一列
目の）誰かとジャンケン
をします。勝ったら次の列に進み、負けた人はスタート地点まで
戻り再度挑戦します。
④最後の一人（キーパー）まで連続４回勝つと勝ち抜けて１点と
なります。途中で負けた人は、必ずスタート地点へ戻り、一列目
から挑戦します。

【ルール】一定時間（例えば３分間）行い、攻守を交代して得点を
競います。

【ルール】リングを投げる・受け取るの動作は必ず片
手で行います（持ち替えは自由）。これを５秒以内で
行います。つまり、「一・二」で準備動作を行い、「三」
で投げ、「四」で相手方からのリングをを受け取りま
す。なお、投げ方は、アンダーハンドで投げます。
　チャレンジの回数は３回までとし、全員がミスなく
キャッチできた時にカウントし、その中の最高記録
をチームの記録とします。

スポーツみん でなみん でなみん でな
今回は、学校行事などの親子活動でも実施いただけるニュースポーツを２つ紹介します。

◆リングキャッチ ◆じゃんけんサッカー
【用具】ゴム製リング１０本を使用します。
（直径１６５㎜太さ３０㎜の円形リング、赤・黄色２色５本ずつ）

【ゲームの進め方】　※１チーム１０人が基本です。
後攻
チーム

先攻
チーム

←キーパー

△△△△△△△△△△

ニュースポーツの指導などはスポーツ推進委員にお気軽にお声かけください。

※展示期間は都合により変更になる場合があります。詳しくは各図書館にお問い合わせください

作品展示

集まった作品は、６月から甲賀市内の図書館を巡回して
展示します。子どもたちが描いた絵をぜひ見に来てくだ
さい。

６/１（土）～６/２２（土）　土山図書館・歴史民俗資料館　第２展示室
６/２３（日）～７/１４（日）　水口図書館・歴史民俗資料館　ロビー　　　　
８/４（日）～８/２５（日）　甲賀図書情報館市民　ギャラリー
８/２９（木）～９/２１（土）　甲南図書交流館　ギャラリー
９/２５（水）～１０/１３（日）　信楽図書館　ギャラリー

～おはなしの絵をかこう～

対面朗読 ＊事前予約要5 金 13:30～15:30
おはなし会＊乳幼児向け13 土 11:00～11:30
対面朗読 ＊事前予約要19 金 13:30～15:30
ふるるえいがかい

「まどから・おくりもの」21 日 11:00～11:25
ふるる日曜名画座
「草原の輝き」21 日 14:00～16:05

おはなしたまてばこ26 金 14:0０～14:30
紙芝居を楽しもう27 土 14:0０～14:20
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　佐
山
小
学
校
で
は
、全
校
児
童

が
花
づ
く
り
に
取
り
組
み
、今
回

学
校
花
壇
の
出
来
栄
え
を
競
う

F
B
C
コ
ン
ク
ー
ル
で
大
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　花
壇
が
満
開
の
時
期
に
合
わ

せ
て
行
わ
れ
る「
お
花
見
給
食
」

に
取
材
に
行
き
、児
童
の
思
い
が

込
め
ら
れ
た
美
し
い
花
壇
に
感
動

し
ま
し
た
。

　私
は
専
ら「
花
よ
り
団
子
」で
、

美
味
し
い
食
べ
物
の
方
が
喜
ば
れ

る
だ
ろ
う
と
、母
の
日
な
ど
に
も

あ
ま
り
花
を
贈
る
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　花
を
育
て
る
思
い
を
知
り
、花

の
美
し
さ
や
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

感
謝
を
込
め
て
花
を
贈
る
こ
と
に

も
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

住みよいまちづくりに貢献

http://www.fujisawacons.jp/

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、甲
賀
市
工
業
会
に
加
盟
さ
れ
て
い
る
、

も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

株式会社フジサワ建設

　当
社
は
、総
合
建
設
業
と
し
て
一
般
建
築
施
工

を
は
じ
め
土
木
工
事
、木
造
住
宅
の
設
計
施
工
、

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
施
工
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま

す
。現
在
、宅
地
や
工
業
団
地
の
造
成
な
ど
土
地

開
発
に
重
点
を
置
き
、建
築
を
主
体
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
で
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

建
築
を
通
し
て
住
み
よ
さ
や

交
流
の
場
を
提
供

　当
社
は
、水
口
町
綾
野
の
分
譲
地
を
は
じ
め
市

内
の
土
地
開
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、女
性
の

視
点
か
ら
の
住
宅
づ
く
り
を
展
開
す
る
な
ど
、住

み
よ
い
環
境
を
創
り
出
し
、皆
さ
ん
に
提
供
し
て

い
ま
す
。

　ま
た
、甲
賀

市
民
ス
タ
ジ
ア

ム
や
水
口
ス

ポ
ー
ツ
の
森
陸

上
競
技
場
な
ど

公
共
施
設
の
建

築
に
も
携
わ
り
、

多
く
の
地
域
の

皆
さ
ん
に
レ
ジ
ャ
ー
や
交
流
の
拠
点
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。市
の
活
気
を
生
み
出
す
施
設

に
、地
元
業
者
と
し
て
携
わ
れ
た
こ
と
を
あ
り
が

た
く
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る

　一
月
に
一
度
、県・市
道
の
掃
除
や
、冬
季
に

は
道
路
に
凍
結
防
止
剤
を
撒
く
な
ど
の
奉
仕
活

動
を
行
う
ほ
か
、市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
守

る
た
め
、県
、市
と
も
災
害
時
の
応
援
協
定
を
結

ぶ
な
ど
、社
会
貢
献
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

甲
賀
市
を
住
み
よ

い
ま
ち
へ

　私
た
ち
は
、甲
賀
と

い
う
ま
ち
を
地
域
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
住
み

や
す
く
し
、市
の
発
展

に
貢
献
す
る
と
い
う

思
い
で
事
業
を
行
う

と
と
も
に
、「
ま
ご
こ

ろ
を
う
る
」と
い
う
理

念
の
下
、お
客
様
の
立

場
に
な
っ
て
考
え
、ご

要
望
の
一
つ
ひ
と
つ
に

お
応
え
し
て
い
ま
す
。

　今
後
は
、業
界
の
横

の
つ
な
が
り
を
生
か

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
発
揮
し
て
、よ
り

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
代
表
取
締
役
社
長

　藤
澤
正
幸
氏 

談
）

DATA

設　　立／昭和44年（創業 昭和31年）
従業員数／43名
所 在 地／水口町水口1590番地1　　62‐3100／　 62‐7334
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甲賀ポン蔵
ⓒ2008甲賀市工業会
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甲
賀
市
工
業
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

お話を伺った藤澤社長

▼施工した甲賀市民スタジアム

ふ
じ

ゆ
き

ま
さ

さ
わ

この広報誌は再生紙を使用しています。

●今月の納税等

市県民税（1期）
国民健康保険税（3期）
保育料・幼稚園使用料
介護保険料（3期）
水道料金・簡易水道料金

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。
納期限は7月1日（月）です

■編集・発行
甲賀市役所
　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地
　☎0748－65－0650
　   0748－63－4554
甲南庁舎（甲賀市甲南町野田810番地）
　【上下水道部】
　☎0748－86－8000
　   0748－86－8032
市民窓口センター（甲賀市水口町水口6053番地）
　☎0748－62－1621
　   0748－63－4086
土山地域市民センター（甲賀市土山町北土山1715番地）
　☎0748－66－1101
　   0748－66－1564
甲賀大原地域市民センター（甲賀市甲賀町相模173番地1）
　☎0748－88－4101
　   0748－88－3104
甲南第一地域市民センター（甲賀市甲南町野田810番地）
　☎0748－86－4161
　   0748－86－8029
信楽地域市民センター（甲賀市信楽町長野1203番地）
　☎0748－82－1121
　   0748－82－3415
※上記4つの地域市民センターは、旧支所の地域
　市民センターで、従来の支所機能を有します。
業務時間／ 8時30分～17時15分（窓口延長日を除く）

広報 あい こうか　2013年6月15日号　
【No.192】2013.6.15発行

「広報 あい こうか」がホームページでもご覧いただけます！

http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市ホームページ

『広報 あい こうか』の名称は市民憲章のそれぞれの頭文字を
並べてできる「あい こうか」から名付けています。市民憲章と
ともに皆さんに親しまれる広報紙をめざします。

【教育委員会】
☎0748－86－8002
　0748－86－8380

●甲賀市の将来像

●生活の安心感をみんなで育てる
●自然環境を大切にし、
　暮らしの豊かさにつなぐ
●安全で快適な生活の基盤を整え、
　まちの活力を高める
●地域の特性を活かし、
　元気な産業を伸ばす
●たくましい心身と郷土への
　誇りをもつ人を育てる

「人 自然 輝きつづける あい甲賀」

ま
ち
づ
く
り
の
5
つ
の
目
標

甲賀市総合計画基本構想


